
第３回 “夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しています） 

 

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

   大野小学校  辻 由記子（つじ ゆきこ）さん 

「おかあさんのまほうのおうかん」をよんで 

つじ ゆきこ 

 しょうくんはなきむしのおとこのこでした。 

 そんなしょうくんが５さいのたんじょうびにおかあさんからまほうのおうかんをも

らいました。それは、なみだがピタッととまるというまほうのおうかんでした。しょ

うくんはぼたんがとめられなくても、ころんでも、いぬをみても、きらいなおかずも、

「まほうのおうかん、まほうのおうかん。」といってなみだをぐっとこらえました。わ

たしもそんなまほうのおうかんがほしくなりました。わたしもおなかがいたいとき、

おねえちゃんとけんかをしたとき、なくからです。ピタッととまったらしかられない

からほしいです。 

 でも、しょうくんは、まほうのおうかんをおかあさんにかえします。そつえんしき

でおかあさんがないたからです。しょうくんがまたなきむしにならないかちょっとし

んぱいです。でもきっとだいじょうぶとおもいます。おかあさんがないたときすぐお

うかんをかえせたからです。えらいです。わたしもこれからはがんばってなかないよ

うにしたいとおもいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

  黒江小学校  中家 和香（なかいえ わか）さん 

すきなこと 

          なかいえ わか 

ぼくがすきなこと、やってみよう。さいしょに、かがみだよ。つながるろうかみた

いだったよ。いっぱいわたしがいたよ。だんだんこびとみたいにとおざかっていった

よ。 

 つぎに、いろみず。ようちえんのころ、みずを、すくなくしたらこくなったよ。み

ずをすくなくするのがこつだよ。わたしは、かたてのちっちゃいふらいぱんで、はっ

ぱや、おはなをいれて、あそんだよ。そしてぺっとぼとるにいれていえへもってかえ

ったよ。そして、わたしはいえのげんかんへかざったよ。 

 さいごにばけつまわし。さいしょは、できなかったけど、だんだんできていったよ。

しっぱいばっかりでみずまきみたいだったけど、さいごは、せいこうさせたよ。うれ

しかったよ。 

 ぼくがすきなことをよんでわたしはこれからもすきなことをじっけんしたり、いろ

んなことをしたいな。 

 

  中野上小学校  浦中 海友（うらなか かいと）さん 

「ぼくがすきなこと」をよんで 

       うらなか かいと 

ぼくは、このほんをよんでたのしそうなのでやってみたいなとおもいました。 

ぼくは、あさがおでつくったいろみずと、あめをぺっとぼとるでうけたり、ばなな

をたてにわってたべたり、したじきでかみのけをたたせたりしてまねをしました。 

 しょうがっこうでならったいろみずのこともほんにのっていました。ほかのはなで

もできそうだとおもいます。かみのけがたったのは、せいでんきかあせでくっついて

いるのかなとおもいました。ぼくもぷうるにながくはいると、てがしわしわになるの

でおじいさんのきぶんになりました。 

 ぼくもふしぎなこと、おかしなこと、おもしろいことがだいすきです。 

 ぼくもわくわくすることをやってみたいし、もっとはっけんしてみたいとおもいま

した。 

 

 

 



【『夢』きらきら賞（奨励賞）】   

  日方小学校  河野 圭伸（かわの けいしん）さん 

「ともだちやもんなぼくら」をよんで 

             かわの けいしん 

 ３にんがよそのいえにかってにはいって、むしとりをしてカミナリじいさんにおこ

られました。ヒデトシだけがひとりにげたけど、つかまってしまいました。ひとりだ

けにげるのは、あかんとおもいます。のこりのふたりはかんがえて、たすけにいきま

した。「ええときだけのともだちとちがうしな。」ということばが、とてもよかったで

す。いっしょにおこられにいきました。するとカミナリじいさんはわらってほめてく

れました。ともだちをたいせつにしたからだとおもいます。ぼくも、ともだちをたい

せつにしたいとおもいます。３にんは、もっとなかのよいともだちになり、カミナリ

じいさんともともだちになりました。ともだちっていいなあとおもいました。とても

おもしろいおはなしでした。 

 

  加茂川小学校  森下 雄心（もりした ゆうしん）さん 

「ぼくがすきなこと」をよんで 

            もりした ゆうしん 

 ぼくがこのほんをえらんだのは、ほんのなまえがおもしろそうだったからです。 

 「ぼく」のまわりには、おもしろいこと、だいすきなことがいっぱいありました。 

 かがみとかがみをあわせるとできる、どこまでもつづくふしぎなトンネルは、いっ

かいしてみたいなとおもいました。そのときに、できたトンネルにはいってみたいで

す。 

 バケツにみずをいれて、ぐるぐるこぼれないようにまわすこともしてみたいです。

きっとこぼれるとおもいます。 

 このほんをよんで、いちばんおもしろかったところは、「おふろでおなら。ぼこぼこ

ってくさいけど、おもしろい。」というところです。ぼくは、したことがないけれど、

きっとくさいとおもいます。 

 ぼくも、このほんの「ぼく」のように、おもしろいことを、たくさんみつけたいと

おもいます。 

 


